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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月17日(2008.10.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデータ線と複数の走査線の各交差位置に画素が配置され、入力映像信号に基づい
て前記画素を選択的に点灯駆動させることで画像を表示する映像信号の表示制御装置であ
って、
　表示される前記画像内の動画表示領域における画素の点灯率に応じて、前記動画表示領
域における発光輝度を可変制御する輝度制御手段を具備し、
　表示される前記画像内の動画表示領域を設定する動画表示領域設定手段と、前記動画表
示領域設定手段により設定された動画表示領域における画素の点灯率を算出する点灯率算
出手段がさらに具備され、
　前記輝度制御手段は、前記点灯率算出手段により算出された画素の点灯率に応じて、前
記動画表示領域の発光輝度を可変制御するように構成され、
　前記動画表示領域設定手段では、表示される前記画像内の静止画領域を検知することに
よって、前記表示画像内の前記静止画領域以外の領域を前記動画領域として設定すること
を特徴とする映像信号の表示制御装置。
【請求項２】
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　前記動画表示領域設定手段は、予め定められた前記各画素に対応する表示領域を指定す
ることにより、もしくは前記各画素に対応する入力映像信号の時間変化を検出することに
より、前記動画表示領域を設定するように構成したことを特徴とする請求項１に記載され
た映像信号の表示制御装置。
【請求項３】
　前記輝度制御手段は、前記点灯率算出手段により算出された画素の点灯率に応じて、前
記動画表示領域を表示する映像信号の変換処理を実行するように構成したことを特徴とす
る請求項１または請求項２に記載された映像信号の表示制御装置。
【請求項４】
　前記映像信号の変換処理は、前記入力映像信号を前記点灯率算出手段により算出された
画素の点灯率に応じた輝度に対応する階調値に変換する処理であることを特徴とする請求
項３に記載された映像信号の表示制御装置。
【請求項５】
　前記輝度制御手段は、動画表示領域に対応する各データ線に供給するデータドライバか
らの出力電圧値を、前記点灯率に応じて可変制御するように構成したことを特徴とする請
求項１または請求項２に記載された映像信号の表示制御装置。
【請求項６】
　前記輝度制御手段は、前記動画表示領域に対応する画素に接続された電源供給線に対し
て、前記点灯率に応じて可変される駆動電圧を供給し、
非動画表示領域に対応する画素に接続された電源供給線に対しては、予め定められた値の
駆動電圧を供給するように構成した
ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載された映像信号の表示制御装置。
【請求項７】
　前記電源供給線に対して、選択手段を介して前記点灯率に応じて可変される駆動電圧ま
たは予め定められた値の駆動電圧が供給されるように構成したことを特徴とする請求項６
に記載された映像信号の表示制御装置。
【請求項８】
　前記輝度制御手段は、前記動画表示領域に対応する画素に接続された前記データ線に対
して、前記点灯率に応じて可変される駆動電流を供給し、非動画表示領域に対応する画素
に接続された前記データ線に対しては、予め定められた値の駆動電流を供給するように構
成したことを特徴とする請求項１または請求項２に記載された映像信号の表示制御装置。
【請求項９】
　前記データ線に対して、選択手段を介して前記点灯率に応じて可変される駆動電流また
は予め定められた値の駆動電流が供給されるように構成したことを特徴とする請求項８に
記載された映像信号の表示制御装置。
【請求項１０】
　前記動画表示領域に対応する点灯対象にされる画素を、１フレームもしくは１サブフレ
ーム期間の途中において非点灯（消灯）状態に制御する消灯走査手段が具備され、
前記輝度制御手段は前記消灯走査手段における消灯動作のタイミングを、前記点灯率に応
じて制御するように構成したことを特徴とする請求項１または請求項２に記載された映像
信号の表示制御装置。
【請求項１１】
　非動画表示領域に対応する画素においては、前記消灯走査手段による消灯動作が実行さ
れないように構成したことを特徴する請求項１０に記載された映像信号の表示制御装置。
【請求項１２】
　複数のデータ線と複数の走査線の各交差位置に画素が配置され、入力映像信号に基づい
て前記画素を選択的に点灯駆動させることで画像を表示する映像信号の表示制御方法であ
って、
　表示される前記画像内の動画表示領域を設定する動画表示領域設定動作と、
　前記動画表示領域設定動作により設定された動画表示領域における画素の点灯率を算出
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する点灯率算出動作と、
　前記点灯率算出動作により算出された点灯率に応じて前記動画表示領域における発光輝
度の可変制御を行う輝度制御動作と、
　が実行され、
　前記動画表示領域設定動作では、表示される前記画像内の静止画領域を検知することに
よって、前記表示画像内の前記静止画領域以外の領域を前記動画領域として設定する動作
が実行されることを特徴とする映像信号の表示制御方法。
【請求項１３】
　前記動画表示領域設定動作が、予め定められた前記各画素に対応する表示領域を指定す
ることにより、もしくは前記各画素に対応する入力映像信号の時間変化を検出することに
より実行されることを特徴とする請求項１２に記載された映像信号の表示制御方法。
【請求項１４】
　前記入力映像信号を、前記点灯率算出動作により算出された画素の点灯率に応じた輝度
に対応する階調値に変換する処理を実行することで、前記動画表示領域の発光輝度の可変
制御を行うことを特徴する請求項１２または請求項１３に記載された映像信号の表示制御
方法。
【請求項１５】
　前記動画表示領域に対応する各データ線に供給するデータドライバからの出力電圧値を
、前記点灯率に応じて可変制御する動作を実行することにより、前記動画表示領域の発光
輝度の可変制御を行うことを特徴する請求項１２または請求項１３に記載された映像信号
の表示制御方法。
【請求項１６】
　前記動画表示領域に対応する画素に接続された電源供給線に対して、前記点灯率に応じ
て可変される駆動電圧を供給し、非動画表示領域に対応する画素に接続された電源供給線
に対しては、予め定められた値の駆動電圧を供給する動作を実行することにより、前記動
画表示領域の発光輝度の可変制御を行うことを特徴する請求項１２または請求項１３に記
載された映像信号の表示制御方法。
【請求項１７】
　前記動画表示領域に対応する画素に接続された前記データ線に対して、前記点灯率に応
じて可変される駆動電流を供給し、非動画表示領域に対応する画素に接続された前記デー
タ線に対しては、予め定められた値の駆動電流を供給する動作を実行することにより、前
記動画表示領域の発光輝度の可変制御を行うことを特徴する請求項１２または請求項１３
に記載された映像信号の表示制御方法。
【請求項１８】
　前記動画表示領域に対応する点灯対象にされる画素を、１フレームもしくは１サブフレ
ームの期間の途中において非点灯状態に制御する消灯動作のタイミングを、前記点灯率に
応じて制御する動作を実行することにより、前記動画表示領域の発光輝度の可変制御を行
うことを特徴する請求項１２または請求項１３に記載された映像信号の表示制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　前記した課題を解決するためになされたこの発明にかかる表示制御装置における好まし
い基本形態は、請求項１に記載のとおり、複数のデータ線と複数の走査線の各交差位置に
画素が配置され、入力映像信号に基づいて前記画素を選択的に点灯駆動させることで画像
を表示する映像信号の表示制御装置であって、表示される前記画像内の動画表示領域にお
ける画素の点灯率に応じて、前記動画表示領域における発光輝度を可変制御する輝度制御
手段を具備し、表示される前記画像内の動画表示領域を設定する動画表示領域設定手段と
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、前記動画表示領域設定手段により設定された動画表示領域における画素の点灯率を算出
する点灯率算出手段がさらに具備され、
　前記輝度制御手段は、前記点灯率算出手段により算出された画素の点灯率に応じて、前
記動画表示領域の発光輝度を可変制御するような構成にされる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、前記した課題を解決するためになされたこの発明にかかる表示制御方法における
好ましい基本態様は、請求項１２に記載のとおり、複数のデータ線と複数の走査線の各交
差位置に画素が配置され、入力映像信号に基づいて前記画素を選択的に点灯駆動させるこ
とで画像を表示する映像信号の表示制御方法であって、表示される前記画像内の動画表示
領域を設定する動画表示領域設定動作と、前記動画表示領域設定動作により設定された動
画表示領域における画素の点灯率を算出する点灯率算出動作と、前記点灯率算出動作によ
り算出された点灯率に応じて前記動画表示領域における発光輝度の可変制御を行う輝度制
御動作とが実行され、前記動画表示領域設定動作では、表示される前記画像内の静止画領
域を検知することによって、前記表示画像内の前記静止画領域以外の領域を前記動画領域
として設定する動作が実行される点に特徴を有する。
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